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特
集

札
幌
を
中
心
に
、
様
々
な
創
作
活
動
で
ア
イ
ヌ

の
世
界
を
表
現
す
る
「
ア
イ
ヌ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
Ａ
Ａ
Ｐ
）」。
そ
の
メ
ン
バ
ー
5
人
が
9
月
末
、

得
意
の
音
楽
を
携
え
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
訪
れ
ま
し

た
。
目
的
は
、
北
欧
の
先
住
民
族
サ
ー
ミ
族
と
の
、

音
楽
な
ど
を
通
じ
た
交
流
で
す
。

サ
ー
ミ
族
の
音
楽
で
あ
る
ヨ
イ
ク
は
、
現
代
音

楽
と
の
融
合
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
も
と
よ
り
、
広
く

欧
米
で
メ
ジ
ャ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表

的
歌
手
マ
リ
・
ボ
イ
ネ
は
、
昨
年
の
札
幌
シ
テ
ィ
・

ジ
ャ
ズ
に
も
出
演
し
、
多
く
の
聴
衆
を
魅
了
。
ア

イ
ヌ
の
伝
統
音
楽
に
も
そ
の
可
能
性
を
見
出
し
た

札
幌
市
民
有
志
が
、
市
内
で
の
リ
ハ
ー
サ
ル
公
演

開
催
な
ど
を
通
じ
て
幅
広
い
市
民
に
呼
び
掛
け
、

今
回
の
企
画
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
旅
に
は
、
そ

の
中
心
メ
ン
バ
ー
な
ど
8
人
も
同
行
。
同
じ
北
方

都
市
と
し
て
、
札
幌
市
と
30
年
前
か
ら
連
携
し
て

き
た
ト
ロ
ム
ソ
市
の
有
志
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

音
楽
公
演
を
核
に
多
彩
な
交
流
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

し
ま
し
た
。

両
民
族
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

北
緯
70
度
の
街
ト
ロ
ム
ソ
市
（
9
月
30
日
㈰
）と
、

首
都
オ
ス
ロ
市
（
10
月
3
日
㈬
）で
1
回
ず
つ
。
Ａ

Ａ
Ｐ
側
は
、
民
族
楽
器
ト
ン
コ
リ
と
ム
ッ
ク
リ
の

演
奏
に
合
わ
せ
た
ア
イ
ヌ
語
の
「
語
り
」や
、
ア
イ

ヌ
民
族
の
神
話
な
ど
を
基
に
す
る
曲
を
、
ギ
タ
ー

も
交
え
て
披
露
。
サ
ー
ミ
族
か
ら
は
歌
手
の

ニ
コ
・
バ
ル
ケ
ア

パ
ア
氏
（
ト
ロ
ム

ソ
公
演
）、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
フ
ィ
ー

バ
ー
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
（
オ
ス
ロ
公

演
）が
そ
れ
ぞ
れ

出
演
し
、
サ
ー
ミ

族
の
唄
や
演
奏
を

熱
演
。
い
ず
れ
も

民
族
の
伝
統
音
楽

を
現
代
風
に

ア
レ
ン
ジ
し
た

幻
想
的
な
ス

テ
ー
ジ
で
、
聞

き
手
も
一
体
と

な
っ
て
、
こ
の

新
た
な
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
み
ま

し
た
。

会
場
に
は
、
今
回
の
企
画
に
合
わ
せ
て
札
幌
市

が
ト
ロ
ム
ソ
市
に
贈
っ
た
、
ア
イ
ヌ
文
化
紹
介
の

パ
ネ
ル
も
展
示
。
音
楽
公
演
と
併
せ
て
、
ア
イ
ヌ

文
化
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
で
は
、
市
民
有
志
の
呼
び
掛
け
に

北
海
道
大
学
も
呼
応
し
、
ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究

セ
ン
タ
ー
が
、
ト
ロ
ム
ソ
大
学
と
の
共
催
で
ア
イ

ヌ
セ
ミ
ナ
ー
（
10
月
1
日
㈪
）を
実
施
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
加
藤
博
文
教
授
が
現
地
入
り

し
、
メ
ン
バ
ー
に
同
行
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ト
ロ

ム
ソ
大
学
サ
ー
ミ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ビ
ヨ
ル
グ
・

ア
ビ
セ
ン
教
授
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
が

置
か
れ
た
境
遇
や
権
利
回
復
な
ど
に
つ
い
て
講
演

し
、
互
い
の
経
験
か
ら
学
び
合
う
こ
と
の
必
要
性

を
再
確
認
し
ま
し
た
。

6
泊
8
日
と
い
う
駆
け
足
の
旅
で
し
た
が
、
ト

ロ
ム
ソ
市
滞
在
中
は
市
長
へ
の
表
敬
訪
問
の
ほ
か
、

博
物
館
や
サ
ー
ミ
族
の
モ
ス
カ
ル
ク
タ
村
、
サ
ー

ミ
の
小
学
校
な
ど
を
訪
問
し
、
各
地
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
市
長
表
敬
で
は
、
札
幌
市
の
上
田
市

長
か
ら
託
さ
れ
た
親
書
を
手
渡
し
、「
世
界
冬
の
都

市
市
長
会
」の
活
動
を
通
じ
た
交
流
を
一
層
発
展
さ

せ
る
べ
く
、
協
力
を
要
請
。
自
身
も
バ
ン
ド
経
験

が
あ
る
市
長
と
は
、
ト
ロ
ム
ソ
の
ま
ち
づ
く
り
や

サ
ー
ミ
族
の
文
化
継
承
、
さ
ら
に
は
Ａ
Ａ
Ｐ
と
の

共
演
に
ま
で
話
が
及
ぶ
な
ど
、
会
話
が
弾
み
ま
し

た
。
ま
た
、
小
学
校
で
は
サ
ー
ミ
の
子
供
た
ち
が
、

こ
の
日
の
た
め
に
覚
え
た
サ
ー
ミ
語
の
歌
で
一
行

を
歓
迎
。
一
行
も
、全
員
で
ピ
リ
カ・
ピ
リ
カ
を
歌
っ

て
お
礼
を
す
る
な
ど
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
公
演
や
交
流
を
通
じ
て
、
ア
イ
ヌ
民

族
と
サ
ー
ミ
族
に
は
歴
史
や
文
化
、
生
活
様
式
な

ど
多
く
の
面
で
共
通
点
が
あ
る
こ
と
を
発
見
。
同

じ
北
方
に
暮
ら
す
民
と
し
て
、
民
族
や
国
の
枠
を

超
え
た
交
流
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る

旅
と
な
り
ま
し
た
。

現
代
音
楽
と
の
融
合
で
、
新
た
な
息
吹
を
得
た

サ
ー
ミ
族
の
ヨ
イ

ク
。
北
海
道
の

財
産
で
あ
る
ア
イ

ヌ
民
族
の
音
楽

も
ま
た
、
今
回
の

交
流
を
き
っ
か
け

に
、
さ
ら
な
る
広

が
り
に
向
け
て

歩
み
出
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。

‘
ア
イ
ヌ
＆
サ
ー
ミ
’カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

トロムソ市に贈ったアイヌ文化紹介パネル

アイヌアートプロジェクト（トロムソコンサート）

アイヌセミナーの様子

北
欧
の
民
と
と
も
に
奏
で
る
ア
イ
ヌ
の
調
べ �
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特
集

9月5日（水）から12日（水）の８日間、公募による市民訪問
団33名がミュンヘン市等を訪問しました。現地では、ミュン
ヘン大学やバイエルン独日協会、ミュンヘン市民大学関係者
のご協力を得て、日本や日本語に興味を持っている方たちを
中心にホームビジットをはじめとする様々な交流を実施。限
られた時間ではありましたが、ともに楽しい時間を過ごし、
今後につながる訪問となりました。また、環境配慮・省エネ
ルギーの施策として市民向けに設けられている住宅センター
等も視察。札幌での生活のヒントを得ました。滞在中には、
上田市長をはじめ、議員・経済交流団など総勢約80名の一員
として、ミュンヘン市主催の祝賀会にも出席し、両市の末永
い友好を確認しました。

5月26日（土 ）か ら29日
（火）の４日間、ミュンヘン市
民大学で日本語を学ぶ12名
のミュンヘン市民が札幌を訪
れました。滞在中は札幌ホー
ムステイ協会の家庭でホーム
ステイをしながら、市内中学
校にて生徒との交流や札幌中
央卸売市場の見学、お茶・折
り紙の日本文化体験を札幌国
際プラザ日本文化体験ボラン
ティアの協力をえて、初めて
の札幌を楽しみました。

また、５月27日（日）には、同ツアーの引率でミュンヘン市
公認観光ガイドでもある日本語講師谷村哲氏によるセミナー
を札幌市民ホールにて実施し、81名が参加。ミュンヘンの美
術館巡りの楽しみをお話しいただいたほか、後半は参加者が
グループに分かれ、ミュンヘン市民と交流を深めました。

姉妹都市ミュンヘン市のあるドイツについて、より多くの
市民の皆様に知っていただくため、６月23日（土）には北区
民センター区民ホール（共催：北区民センター、参加者75名）、
８月11日（土）にはさっぽろ夏まつり「札幌ドイツ村」テント内
を会場にセミナーを実施（参加者27名）。いずれも講師は国際
交流員のクリスティアン・フィーツェックさんが務め、ドイツ
ならではの面白い習慣や日本との違い、ビールの文化や楽し
み方などを分かりやすく紹介し好評を博しました。

国際プラザでは、より多くの方に40周年記念事業を知って
いただくため、スタンプラリーを実施しています。前述の各
種セミナーをはじめ、これから開催する対象事業にご参加い
ただいた方には応募シールを配布しますので、お気軽にご参
加ください。詳細は多文化交流部の
HPでもご案内しています。ご応募
いただいた中から、抽選ですてきな
記念品をお送りいたします。（発表
は賞品の発送をもって代えさせてい
ただきます）

10月19日（金）、エルプラザ3Ｆホールにて、札幌姉妹都
市協会、ごみ減量実践活動ネットワーク（さっぽろスリムネッ
ト）との共催で「ドイツ・ミュンヘンを知るセミナー～環境編
～」を開催しました。講師は国際交流員のクリスティアン・
フィーツェックさんと、札幌市環境保全アドバイザーのビア
ンカ・フュルスト氏。

10月 は リ サ イ ク ル を す す め る3R（Reduce, Reuse, 
Recycle）推進月間ということで、エコ先進国として知られる
ドイツのごみ減量や、再利用、省エネルギーへの取り組みに
ついて、スライドを交えながら紹介しました。

当日は90人が参加し、日本とは異なる環境、政策や制度の
話などに熱心に聞き入っていました。アンケートにご協力い
ただいた参加者には、エコグッズをプレゼントしました。また、
会場にはミュンヘンを紹介するパネルも展示しました。

ロンドンオリンピックで沸いた2012年。1972年に冬・夏のオリンピック開催が縁で姉妹都市提携を結んだ札幌市とドイツ・ミュ
ンヘン市にとっても、40周年という節目の年を迎え、国際プラザでは、様々な記念事業を実施しています。

市民同士の友好を深めよう
～「ミュンヘン・市民交流の旅」～

札幌へようこそ
～「ミュンヘン市民大学日本研修ツアー」・

「ミュンヘンセミナー～美術・文化編～」～

もっとドイツを身近に
～「ドイツ・ミュンヘンセミナー生活編／ビアガーデン編」～

シールを集めて応募しよう！
～「ミュンヘン・スタンプラリー」～

環境のまちミュンヘンを紹介
～ドイツ・ミュンヘンセミナー環境編～

40年の歴史を刻んで
～札幌－ミュンヘン姉妹都市提携40周年記念～

ミュンヘン大学での昼食交流会

中学生との交流

ドイツビールには伝統と歴史が
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交
流

多
文
化

す
る
ほ
か
、
七
夕
な
ど
の
季
節
の
行
事
を
一
緒
に
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
5
月
か
ら
8
月
ま
で
に
、
述
べ

40
名
が
参
加
。
保
護
者
同
士
に
よ
る
生
活
情
報
の

交
換
や
、
交
流
を
す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
7
月
26
日
（
木
）か
ら
31
日
（
火
）に
は
、

札
幌
国
際
プ
ラ
ザ
外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
に
よ
る
学
習
支
援
を
実
施
。
外

国
に
つ
な
が
り
の
あ
る
子
ど
も
33
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

7
月
1
日（
日
）に
は
乳
幼
児
を
育
て
て
い
た
り
、

こ
れ
か
ら
出
産
を
予
定
し
て
い
る
外
国
人
保
護
者

を
対
象
に
「
母
子
保
健
・
子
育
て
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
一
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
当
セ
ミ

ナ
ー
も
、
今
回
で
４
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

当
日
は
9
カ
国
15
名
の
父
母
が
参
加
し
、
Ｓ
Ｅ

Ｍ
Ｉ
（
札
幌
医
療
英
語
通
訳
グ
ル
ー
プ
）の
協
力
に

て
日
英
で
実
施
。
中
央
区
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
を
得
て
、
託
児
も
実
施
し
ま
し
た
。

保
健
師
と
子
ど
も
未
来
局
の
職
員
が
妊
娠
か
ら

出
産
、
保
健
制
度
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
案
内
。
勤

医
協
菊
水
子
ど
も
診
療
所
医
師
の
福
山
桂
子
氏
に

は
子
ど
も
の
予
防
接
種
、
女
性
の
保
健
等
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー

後
の
意
見
交
換
会
で

は
、
講
師
の
方
た
ち

に
活
発
に
質
問
す
る

姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
第
2
回
目
の

セ
ミ
ナ
ー
は
12
月
9

日（
日
）を
予
定
し
て

い
ま
す
。

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
移
住
や
国
際
結
婚
な
ど
に
よ

り
、
多
様
な
文
化
的
背
景
を
持
つ
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
、
札
幌
で
子
育
て
を
し
て
い
る
外
国
籍
市

民
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
第
3
木
曜
日
に
未
就
学
児
童
と
保
護
者
、

こ
れ
か
ら
親
に
な
る
方
た
ち
を
対
象
に
札
幌
市
と

共
催
で
「
シ
テ
ィ
サ
ロ
ン
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

国
際
プ
ラ
ザ
で
の
開
催
は
、「
多
文
化
の
背
景
を
持

つ
人
が
集
ま
る
場
所
が
あ
れ
ば
」と
い
う
要
望
か
ら

実
現
し
ま
し
た
。

外
国
籍
保
護
者
が
安
心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
、

子
育
て
経
験
の
あ
る
外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
札
幌
市
子
ど
も
未
来
局
の

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
手

遊
び
の
時
間
の
ほ
か
、
日
本
人
の
保
護
者
と
子
育

て
の
情
報
交
換
を
す
る
場
面
も
あ
り
、「
毎
月
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」と
外
国
籍
の
保
護
者
か
ら
の
声

が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
毎
月
第
4
土
曜
日
に
は
、
気
軽
に
参
加
で

き
る
居
場
所
づ
く
り
を
目
的
に
「
こ
ど
も
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
パ

ズ
ル
や
か
る
た
な
ど
の
遊
び
や
学
習
を
サ
ポ
ー
トこどもサロン

シティサロン

セミナーの様子

外
国
籍
市
民
の
親
子
と

一
緒
に
楽
し
く
暮
ら
そ
う
！

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
留
学
生
と
地
域
住
民
の

交
流
機
会
を
つ
く
る
こ
と
で
、
地
域
に
住
む
住
民

同
士
と
し
て
の
つ
な
が
り
を
持
て
る
よ
う
支
援
し

て
い
ま
す
。

6
月
23
日
（
土
）、
北
区
幌
北
会
館
で
は
連
合
町

内
会
と
大
学
生
で
構
成
す
る
「
学
生
と
地
域
で
考

え
る
ま
ち
づ
く
り
会
」が
協
力
し
、
ロ
シ
ア
か
ら
の

留
学
生
5
名
、
地
域
住
民
や
学
生
な
ど
約
50
人
が

参
加
し
て
交
流
会
を
開
催
。
参
加
者
は
ロ
シ
ア
語

講
座
や
ロ
シ
ア
の
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。

9
月
8
日
（
土
）に
は
北
区
民
セ
ン
タ
ー
で
外

国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｓ
Ｋ
Ｙ
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る
「
留
学
生
と
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
」が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
20
名
の
参

加
者
は
、
ロ
シ

ア
と
韓
国
の

留
学
生
に
よ

る
自
国
の
文

化
紹
介
や
フ

リ
ー
ト
ー
ク

を
通
じ
て
、

留
学
生
を
今

ま
で
よ
り
身

近
に
感
じ
る

よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

9
月
1
日
（
土
）、
外
国
人
法
律
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
の
共
催
に
よ
り
「
弁
護
士
に
よ
る
無
料

法
律
セ
ミ
ナ
ー
～
知
っ
て
お
き
た
い
日
本
の

ル
ー
ル
～
」
を

開
催
し
ま
し
た

（
英
語
通
訳
つ

き
）。今回

の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
賃
貸

借
契
約
、
結
婚

と
離
婚
、
労
働
、

刑
事
事
件
の
4

つ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
、
外
国
籍
市
民
が

知
っ
て
お
く
と
役
に
立
つ
情
報
を
弁
護
士
が
分

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

賃
貸
借
契
約
時
に
は
、
敷
金
礼
金
、
家
賃
な

ど
の
支
払
い
に
関
し
て
必
ず
契
約
書
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
や
、
労
働
に
関
し
て
は
、
も
し
不

当
解
雇
に
あ
っ
た
場
合
、
解
雇
理
由
を
明
記
し

た
証
明
書
を
雇
い
主
に
求
め
る
こ
と
な
ど
、
具

体
的
な
注
意
点
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
外
国
人
を

支
援
す
る
日
本
人
を
含
む
15
名
の
参
加
者
は
熱

心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
終
了
後
は
、
弁
護
士
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
際
プ

ラ
ザ
で
は
、
外
国
籍
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
た
め
の
取
組
を
、
今
後
も
続
け
て
い
き
ま

す
。

留
学
生
と
話
し
て
み
た
ら

～
地
域
で
の
交
流
事
業
～

外
国
人
の
た
め
の
法
律
セ
ミ
ナ
ー

～
知
っ
て
お
き
た
い
日
本
の
ル
ー
ル
～

「留学生とふれあいトーク」

活発な質疑応答の様子

母
子
保
健
・
子
育
て
支
援
セ
ミ
ナ
ー

シ
テ
ィ
サ
ロ
ン
・
こ
ど
も
サ
ロ
ン
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交
流

多
文
化

7
月
26
日
（
木
）、
札
幌
姉
妹
都
市
協
会
、
札

幌
大
学
孔
子
学
院
と
の
共
催
に
よ
り
、
学
生
中
国

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
中
国
セ
ミ

ナ
ー
は
２
０
１
２
「
日
中
国
民
交
流
友
好
年
」実
行

委
員
会
の
認
定
に
よ
り
、
２
０
１
２
年
日
中
国
交

正
常
化
40
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し

ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
札
幌
出
身
で
現
在
、
中
国
・

瀋
陽
市
の
遼
寧
大
学
文
学
院
に
留
学
中
の
猪
野
田

三
紗
子
さ
ん
が
、
留
学
生
活
や
中
国
人
と
の
触
れ

合
い
、
中
国
に
行
っ
て
感
じ
た
自
分
自
身
の
変
化

な
ど
、
留
学
生
の
視
点
か
ら
現
代
の
中
国
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
札
幌
大
学
孔
子
学
院
の
張
偉
雄
学
院

長
が
海
外
留
学
の
意
義
や
「
異
文
化
を
生
き
る
心

得
と
術
」、
中
国
語
の
語
学
検
定
試
験
Ｈ
Ｓ
Ｋ
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
41
人
の
参
加
者
は
興
味

津
々
の
様
子
で

お
二
人
の
話
に

耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
セ
ミ

ナ
ー
後
の
意
見

交
換
で
も
、
中

国
人
留
学
生
を

囲
ん
で
、
中
国

や
日
本
で
の
留

学
生
活
に
つ
い

て
話
が
尽
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

札
幌
圏
の
大

学
・
短
期
大
学

が
国
際
交
流
等

に
関
す
る
情
報

交
換
を
目
的
と

し
て
１
９
８
９

年
に
設
立
し
た

札
幌
圏
大
学
国

際
交
流
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
現
在

23
の
大
学
お
よ

び
短
期
大
学
が

会
員
校
と
な
り
、
事
務
局
を
国
際
プ
ラ
ザ
に
置

い
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

5
月
18
日
（
金
）、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌

を
会
場
に
「
平
成
24
年
度
総
会
・
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ

ナ
ー
・
情
報
交
換
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

度
の
総
会
に
は
、
16
大
学
よ
り
22
名
の
国
際
交
流

担
当
教
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
総
会
後
の
ス

タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
大
学
教
職
員
が
知
り
た

い
各
国
留
学
最
新
事
情
」と
い
う
テ
ー
マ
に
よ
り

公
益
財
団
法
人
日
本
英
語
協
会
を
は
じ
め
、
米

国
、
英
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
関
係
機
関
等
に

よ
る
最
新
の
留
学
動
向
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
情
報
交

換
会
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
し
た

各
国
教
育
関
係
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
や
在
外
公
館

の
職
員
、
各
大
学
の
教
職
員
と
の
有
意
義
な
交

流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

自分の見た中国・日本について意見交換

平成 24 年度フォーラム総会

学
生
中
国
セ
ミ
ナ
ー
初
開
催

「
私
の
中
国
生
活

～
学
ぶ
、暮
ら
す
、出
会
う
～
」

最
新
の
留
学
情
報
等
を
交
換

～
札
幌
圏
大
学
国
際
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム　

総
会
・
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
等
～

外
国
人
と
日
本
人
が
互
い
に
「
隣
人
と
し
て
の

外
国
人
」の
存
在
を
認
め
、
普
段
か
ら
顔
の
見
え

る
関
係
を
築
く
た
め
に
は
、
外
国
人
が
日
本
で
生

活
す
る
う
え
で
ど
ん
な
問
題
に
直
面
す
る
の
か
を

日
本
人
が
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

6
月
30
日
（
土
）に
札
幌
市
社
会
福
祉
協
議
会

と
共
催
し
た
講
座
で
は
、
24
名
の
参
加
者
が
市
内

在
住
の
外
国
人
と
と
も
に
災
害
を
テ
ー
マ
に
し
た

体
験
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
言
葉
や
文
化
の
壁
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
語
や
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書

か
れ
た
表
示
を
見
な
が
ら
、
意
味
を
理
解
で
き
な

い
ま
ま
選
択
を
迫
ら
れ
る
と
、
危
険
な
避
難
経
路

を
選
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
飲
み
水
が
貰
え
な
か
っ

た
り
…
。
参
加
者
は
、
非
常
時
に
言
葉
が
分
か

ら
な
い
と
い
う
不
安
な
状
況
を
体
験
し
ま
し
た
。

終
了
後
に
は
「『
避
難
所
』と
い
う
日
本
人
が
何
気

な
く
使
っ
て
い
た
言
葉
も
、
外
国
人
に
と
っ
て
は

初
め
て
耳
に
す

る
言
葉
だ
と
気

づ
い
た
」「
い
ざ

と
い
う
時
に
助

け
合
う
た
め
に

は
地
域
の
つ
な

が
り
が
大
事
」な

ど
、
今
後
の
地

域
で
の
活
動
に

繋
が
る
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

防
災
の
日
の
前
日
、
8
月
31
日（
金
）に
札
幌
市

総
合
防
災
訓
練

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
国
際
プ

ラ
ザ
で
は
市
内

在
住
の
外
国
籍

市
民
へ
の
防
災

支
援
を
目
的
に
、

毎
年
、
こ
の
訓

練
に
留
学
生
な

ど
と
一
緒
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
残
暑
の
中
、
30
名
の
参
加
者
が
防
災

に
は
欠
か
せ
な
い
様
々
な
訓
練
を
体
験
し
ま
し

た
。
屋
内
の
避
難
所
設
置
訓
練
で
は
、
避
難
者

名
簿
へ
の
記
入
や
、
非
常
物
資
の
搬
入
、
非
常

食
の
配
布
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
見
学
し
、
非

常
食
を
地
域
住
民
と
一
緒
に
受
け
と
り
ま
し
た
。

屋
外
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
応
急
救
護
体
験

や
、
消
火
器
操
作
訓
練
の
ほ
か
、
防
災
グ
ッ
ズ

の
展
示
等
を
見
学
。
参
加
者
か
ら
は
「
実
際
に
見

た
り
聞
い
た
り
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」、「
訓
練
で
経

験
を
積
ん
だ
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
他
の
人
も
助

け
て
あ
げ
ら
れ
る
」と
の
力
強
い
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。
訓
練
へ
の
参
加
を
通
し
て
、
万
が
一
の

時
に
ど
の
よ
う
な
準
備
が
地
域
で
さ
れ
て
い
る

か
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
中
の
外
国
人

災
害
時
に
ど
う
な
る
？
ど
う
す
る
？

～
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
～

万
が
一
に
備
え
、

正
し
い
防
災
知
識
を

～
防
災
ツ
ア
ー
～

一緒に体験ゲームに挑戦

消火器体験の様子
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7
月
11
日

（
水
）、
レ
ッ

ツ
ト
ー
ク
ロ

シ
ア
語
ス
ペ

シ
ャ
ル
を

開
催
し
ま
し

た
。
札
幌
市

の
姉
妹
都
市

で
あ
る
ロ
シ

ア
・
ノ
ボ
シ

ビ
ル
ス
ク
市

か
ら
来
札
し

た
青
年
訪
問

団
9
名
が
、
日
本
人
参
加
者
26
名
と
フ
リ
ー
ト
ー

ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第
1
部
で
は
、
青
年
訪
問
団
の
皆
さ
ん
が
ノ

ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
市
に
つ
い
て
練
習
し
た
日
本
語

で
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
第
2
部
で

は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
参
加
者
と
一
緒
に
フ

リ
ー
ト
ー
ク
。
自
己
紹
介
や
お
互
い
の
ま
ち
に

つ
い
て
の
質
問
で
会
場
が
と
て
も
賑
わ
い
、
笑

顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

終
了
後
も
、
青
年
訪
問
団
の
皆
さ
ん
と
写
真

を
撮
る
な
ど
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
も
っ
と
時
間
が
あ
れ
ば
良
か
っ

た
」「
な
か
な
か
ロ
シ
ア
の
方
と
接
す
る
機
会
が

な
か
っ
た
け
ど
、
参
加
し
て
ロ
シ
ア
語
の
勉
強

に
な
り
、
ロ
シ
ア
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
」と
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

4
月
21
日（
土
）、ア
メ
リ
カ
ン
コ
ー
ナ
ー
絵
本
読
み

聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。駐
札
幌
米
国
総
領
事
館
の

ジ
ョ
ン・テ
イ
ラ
ー
領
事
が
、5
才
か
ら
小
学
3
年
生

の
子
ど
も
を
対
象
に
3
冊
の
絵
本
を
英
語
で
や
さ

し
く
読
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。テ
イ
ラ
ー
領
事
が
、

ギ
タ
ー
を
弾
き
な
が
ら
歌
を
歌
う
場
面
で
は
、み
ん

な
で
歌
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
す
る
な
ど
、子
ど
も

も
保
護
者
も
楽
し
み
ま
し
た
。当
日
は
、過
去
最
多

の
19
組
46
名
の
親
子
が
参
加
し
、会
場
が
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

6
月
9
日（
土
）に
は
ア
メ
リ
カ
ン
コ
ー
ナ
ー
音
楽

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。参
加
者
お
勧
め
の
曲

を
皆
で
聞
き
、音
楽
や
歌
手
の
裏
話
、曲
へ
の
思
い
出

な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。当
日
は
、13
名
が
参

加
し
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
会
場
は
和
み
ま
し

た
。音
楽
の
タ
イ
ト
ル
を
当
て
る
ゲ
ー
ム
で
は
、耳
に

し
た
こ
と
の
な
い
曲
や
、ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
は
あ
っ

て
も
曲
名
が
わ
か
ら
な
い
曲
も
あ
り
、悩
む
方
も
い

ま
し
た
が
、積
極
的
に
参
加
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

ま
た
、8
月
30
日（
木
）に
は
読
書
会
を
行
い
ジ
ェ

フ
リ
ー・ダ
フ
ィ
ー
領

事
が
着
任
し
て
初
め

て
の
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。10
名
の

参
加
者
か
ら
は「
新

し
い
領
事
と
お
話
が

で
き
、よ
か
っ
た
で

す
。こ
れ
か
ら
も
ダ

フ
ィ
ー
領
事
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
い

で
す
」と
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。

8
月
8
日
（
水
）、
在
東
京
ブ
ラ
ジ
ル
領
事
が

来
札
し
、
移
動
領
事
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

東
北
や
北
海
道
に
住
む
ブ
ラ
ジ
ル
の
方
た
ち
が
、

札
幌
で
ビ
ザ
や
パ
ス
ポ
ー
ト
の
更
新
な
ど
の
諸
手

続
き
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
9
月
29
日
（
土
）に

は
、
在
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
大
使
館
に
よ
る
出

張
領
事
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。
約
１
０
０
名
の
方
が

手
続
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

7
月
13
日
（
金
）、
国
際
プ
ラ
ザ
交
流
サ
ロ
ン

に
て
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
２
０
１
２
参
加
事

業
「
世
界
は
ひ
と
つ
！
輪
に
な
っ
て
遊
ぼ
う
！
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
中
国
、

ロ
シ
ア
、
韓
国
の
国
際
交
流
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
「
輪
に
な
っ
て
遊
ぶ
ゲ
ー
ム
」を
紹
介
し
、

小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
26
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
「
英
語
で
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ

ト
」、
ド
イ
ツ
の
「
ウ
ィ
ン
ク
ゲ
ー
ム
」、
中
国
の

「
数
字
の
ゲ
ー
ム
」、
ロ
シ
ア
の
「
縄
の
ゲ
ー
ム
」、

韓
国
の
「
大
門
遊
び
」と
、
全
員
が
5
つ
の
ゲ
ー

ム
に
参
加
し
、
楽
し
そ
う
な
声
が
響
き
ま
し
た
。

ま
た
、
姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
と

ロ
シ
ア
・
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
か
ら
来
札
中
の
高

校
生
や
青
年

た
ち
も
参
加

し
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、

５
か
国
語
で

の
「
じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
」を

行
い
、
大
盛

り
上
が
り
の

う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
に
ふ
れ
よ
う

～
ア
メ
リ
カ
ン
コ
ー
ナ
ー
～

移
動
領
事
サ
ー
ビ
ス

～
在
東
京
ブ
ラ
ジ
ル
領
事
館
・
在
日

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
大
使
館
～

ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
を
知
ろ
う

～
レ
ッ
ツ
ト
ー
ク
ロ
シ
ア
語　

ス
ペ
シ
ャ
ル
～

カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
２
０
１
２
参
加
事
業

「
世
界
は
ひ
と
つ
！
輪
に
な
っ
て
遊
ぼ
う
！
」

市民とフリートーク

韓国「大門ゲーム」の様子

音楽交流会

●レッツトーク中国語、英語の時間変更のご案内●
（旧）	 毎週月曜日		12:20 ～ 13:20		中国語
（新） ⇒ 第1、2、3、5月曜日　12:20 ～ 13:20
 第4月曜日　　　　　　18:00 ～ 19:00
（旧）	 毎週火曜日		12:20 ～ 13:20		英語
（新） ⇒ 第1、2、3、5火曜日　12:20 ～ 13:20
 第4火曜日　　　　　　18:00 ～ 19:00
仕事帰りの方や学生の方も気軽に参加できるよう
夜の時間帯を作りました。参加無料、予約不要、
途中参加OKです。その他、韓国語、ロシア語、ドイ
ツ語、日本語もあります。詳細は札幌国際プラザの
ホームページをご覧ください。
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交
流

多
文
化

9
月
27
日
（
木
）、
国
際
プ
ラ
ザ
交
流
サ
ロ
ン

に
て
、
第
30
回
中
国
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
は
国
際
交
流
員
の
賀
小
雲
さ
ん
。

昨
年
12
月
に
開
催
し
て
好
評
を
得
た
、
中
国
版

ツ
イ
ッ
タ
ー
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
続
い
て
2

回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

中
国
に
は
「
独
身
証
明
書
」「
一
人
っ
子
父
母

栄
光
証
」「
初
婚
初
育
証
」な
ど
日
本
に
は
な
い
証

明
書
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
一
生
で
80
通
も
の
証

明
書
が
必
要
だ
と
い
う
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

な
ぜ
こ
う
し
た
証
明
書
が
あ
る
の
か
を
説
明
す

る
中
で
、
中
国
人
の
勉
強
や
仕
事
、
老
後
の
生

活
な
ど
に
つ
い
て
の
現
状
が
わ
か
り
、
参
加
し

た
人
た
ち
は
時
折
メ
モ
を
取
っ
た
り
頷
い
た
り

し
な
が
ら
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

日
中
国
交
正
常
化
40
周
年
を
記
念
し
た
こ
の

写
真
展
は
、9
月
3
日
（
月
）か
ら
10
月
10
日
（
水
）

に
か
け
て
、
札
幌
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
エ
ル

プ
ラ
ザ
、
モ
エ
レ
沼
公
園
ガ
ラ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
３
カ
所
を
巡
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

楊
海
氏
は
北
京
在
住
で
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
を
営
み
な
が
ら
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
中

国
各
地
を
巡
り
、
少
数
民
族
を
中
心
に
写
真
を

撮
り
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
の

雑
誌
「Sm

ithsonian

」第
６
回
国
際
撮
影
コ
ン

テ
ス
ト
の
最
優
秀
作
品
（
２
０
０
９
年
）に
、
全

日
本
写
真
連
盟
主
催
第
70
回
国
際
撮
影
サ
ロ
ン

で
最
優
秀
写
真
賞
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
数
々
の

国
際
的
な
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

今
回
展
示
さ
れ
た
の
は
大
小
約
60
作
品
で
、

訪
れ
た
方
々
か
ら
は
、「
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
良

い
写
真
で
す
ね
。」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

9
月
29
日（
土
）

か
ら
30
日
（
日
）

の
2
日
間
、
札
幌

市
内
に
住
む
小

学
3
～
4
年
生
を

対
象
に
し
た
職

業
体
験
イ
ベ
ン

ト
「
こ
ど
も
の
ま

ち
ミ
ニ
さ
っ
ぽ
ろ

２
０
１
２
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。「
ミ
ニ
さ
っ
ぽ
ろ
」と
い
う
仮
想

の
街
で
、
子
ど
も
た
ち
に
働
く
こ
と
の
楽
し
さ

や
大
変
さ
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
世
の
中
の
仕

組
み
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
で
、
国
際
プ
ラ
ザ
は
「
国
際
交
流
ス
タ
ッ

フ
」と
し
て
2
日
間
で
３
２
５
名
の
子
ど
も
た
ち

を
雇
用
し
ま
し
た
。

札
幌
市
の
国
際
交
流
員
が
札
幌
の
姉
妹
都
市

に
つ
い
て
紹
介
し
た
後
、
子
ど
も
た
ち
は
姉
妹

都
市
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
。
国
際
交
流
員
や
ス
タ
ッ
フ
に
質
問
し

な
が
ら
、
一
生
懸

命
、
丁
寧
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作

り
、
出
来
上
が
る

と
国
際
交
流
ス

タ
ッ
フ
認
定
証
と

一
緒
に
持
ち
帰
り

ま
し
た
。

9
月
30
日
（
日
）、
国
際
プ
ラ
ザ
交
流
サ
ロ
ン

に
て
、
日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
札
幌
支
部
、
札

幌
姉
妹
都
市
協
会
と
の
共
催
で
、「
札
幌
―
ノ
ボ

シ
ビ
ル
ス
ク
姉
妹
都
市
提
携
22
周
年
記
念　

第

22
回
ロ
シ
ア
語
詩
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
、
約
30

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
札
幌
と
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク

市
が
姉
妹
都
市
提
携
を
行
っ
た
年
か
ら
開
催
さ

れ
、
毎
年
、
提
携
記
念
行
事
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
詩
の
朗
読
だ
け
で
は
な
く
、
国
際

交
流
員
の
マ
キ
シ
ム
・
サ
ゾ
ノ
フ
さ
ん
に
よ
る

姉
妹
都
市
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
に
つ
い
て
の
講
演

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
年
は
是
非
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
た
い
と
意

欲
を
燃
や
し
、
と
て
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

る
来
場
者
も
い
ま
し
た
。

講師の賀小雲さん

モエレ沼会場

パンフレット作りに励む子どもたち

姉妹都市についてお勉強

詩の朗読の様子

80
通
の
証
明
書
か
ら
見
る

中
国
人
の
一
生

～
第
30
回
中
国
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
～ 

「
楊
海
写
真
展
」

市
内
３
カ
所
で
開
催

こ
ど
も
の
ま
ち

ミ
ニ
さ
っ
ぽ
ろ
２
０
１
２
へ
出
展

ロ
シ
ア
語
の

美
し
い
響
き
を
楽
し
も
う

～
第
22
回
ロ
シ
ア
語
詩
の
つ
ど
い
～
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市
交
流

都

姉
妹

日
本
は
イ
メ
ー
ジ
と
全

然
違
っ
た
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
訪
問
を

弾
み
に
、
よ
り
日
本
文

化
や
日
本
語
に
対
す
る

興
味
を
高
め
、
知
識
を

蓄
積
し
、
将
来
、
日
本

と
ロ
シ
ア
の
か
け
橋
に

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。
ま
た
、
交
流
し
た
小
学
生
を
は
じ
め
、

多
く
の
札
幌
市
民
に
と
っ
て
も
ロ
シ
ア
を
身
近
に

感
じ
て
く
れ
た
こ
と
を
願
い
ま
す
。

7
月
3
日
（
火
）か
ら
7
月
13
日
（
土
）に
か
け

て
ロ
シ
ア
・
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
で
日
本
語
を
学

ん
で
い
る
9
人
の
青
年
達
が
札
幌
を
訪
れ
ま
し

た
。
わ
ず
か
10
日
間
で
し
た
が
、
市
長
表
敬
に

始
ま
り
、
市
内
観
光
や
施
設
見
学
の
ほ
か
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
日
本
語
授
業
や
１
泊
２
日

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
、
小
学
校
や
大
学
訪
問

な
ど
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
、
多
く
の

市
民
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。
普
段
、
彼
ら
は
映

画
や
漫
画
な
ど
で
日
本
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
今
回
の
訪
問
で
「
実
際
の

5
月
15
日
（
火
）、
国
際
プ
ラ
ザ
交
流
サ
ロ
ン

に
お
い
て
札
幌
姉
妹
都
市
協
会
全
体
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
を
も
っ
て
改
組
し

た
後
初
め
て
の
全
体
会
議
は
、
顧
問
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
を
含
む
47
名
の
会
員
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、

平
成
24
年
度
か
ら
は
国
際
プ
ラ
ザ
と
一
体
と

な
っ
て
姉
妹
都
市
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、各
会
員
団
体
よ
り
、

今
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
姉
妹
都
市
交
流
事

業
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
村
山
紀
昭
会
長
よ
り
、
会
員
同
士
の
迅

速
な
情
報
交
換
・
共
有
を
目
的
に
、
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
を
作
る
こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、現
在
、

情
報
交
換
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
が
日
本
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
か
考
え
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
7
月
23
日
（
月
）か
ら
27
日
（
金
）ま
で

札
幌
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
で
「
札
幌
の
姉
妹
都
市

ロ
シ
ア
・
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
絵
画
展
～
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
の
子
ど
も
た
ち

が
描
い
た
日
本
」を
開
催
し
ま
し
た
。
7
歳
か
ら

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
、
日
本
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
描
い
た
絵
44
点
を
展
示
。
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

と
ス
タ
イ
ル
の
絵
が
並
び
、
訪
れ
た
７
５
０
名
を

超
え
る
市
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
で
は
神
秘
的
な
も
の
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
る
竜
の
絵
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、

日
本
は
不
思
議
で
魔
法
に
あ
ふ
れ
て
い
る
国
で
も

あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
他
、
ロ
シ
ア
で
人
気
が
あ

る
日
本
の
ア
ニ
メ
に
影
響
を
受
け
た
絵
、
侍
や
和

服
美
人
を
描
い
た
絵
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
で
は
9
月
か
ら
新
学
期
が
始
ま
る

た
め
、
様
々
な
サ
ー
ク
ル
や
部
活
も
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
に
あ
る
市
立

シ
ベ
リ
ア
北
海
道
文
化
セ
ン
タ
ー
も
9
月
5

日（
水
）に
開
講
し
ま
し
た
。

シ
ベ
リ
ア
北
海
道
文
化
セ
ン
タ
ー
は
札
幌

市
民
と
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
市
役
所
と
が
共
同

で
建
設
し
、
シ
ベ
リ
ア
に
あ
る
日
本
文
化
の

基
地
と
し
て
、
日
本
文
化
の
普
及
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
様
々

な
人
が
日
本
語
や
日
本
文
化
を
勉
強
し
て
お

り
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
人
は
年
々
増

え
て
い
ま
す
。
今
年
も
２
０
０
人
ほ
ど
の
初

心
者
が
入
っ
て
、
全
体
で
３
５
０
人
ほ
ど
が

勉
強
し
て
い
ま
す
。
副
館
長
の
プ
ー
リ
ク
・

イ
リ
ー
ナ
さ
ん
は
「
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
市
民
は

日
本
に
対
す
る
関
心
が
高
い
の
で
う
れ
し
い

で
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
の
文
化
を

勉
強
す
る
こ

と
で
、
札
幌

と
ノ
ボ
シ
ビ

ル
ス
ク
市
民

の
友
好
関
係

が
深
ま
る
こ

と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
マ
キ
シ
ム
・

サ
ゾ
ノ
フ
）

「
札
幌
姉
妹
・
友
好
都
市
の
今
」
は
札
幌
市
の

国
際
交
流
員
が
お
届
け
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

6
月
29
日
（
金
）か
ら
7
月
23
日
（
月
）ま
で
、

ア
メ
リ
カ
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
グ
ラ
ン
ト
高
校
で
日

本
語
を
学
ん
で
い
る
生
徒
20
名
が
札
幌
で
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
約
4
年
の
準
備
・
調
整
期
間
を
経

て
実
現
し
た
も
の
で
、
学
校
単
位
の
「
姉
妹
校
交

流
」で
は
な
く
、
札
幌
市
立
高
校
校
長
会
が
授
業

参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
家
庭
の
確
保

を
行
い
、
国
際
プ
ラ
ザ
と
札
幌
姉
妹
都
市
協
会
が

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
と
の
調
整
を
行
い
ま
し
た
。
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
側
か
ら
は
、
今
後
、
札
幌
の
高
校
生
を

受
け
入
れ
、
相
互
交
流
を
し
て
い
き
た
い
と
強
い

希
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

研
修
中
は
市
立
高
校
7
校
が
受
入
校
と
な
り
、

グ
ラ
ン
ト
高
校
の
生
徒
が
一
人
ず
つ
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
に
所
属
し
て
授
業
や
学
校
祭
を
体
験
。
そ
の
他
、

エ
ル
プ
ラ
ザ
や
円
山
動
物
園
、
市
民
防
災
セ
ン

タ
ー
、
市
立
豊
成
養
護

学
校
な
ど
を
訪
問
し
、

施
設
の
取
組
に
つ
い
て

勉
強
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
プ
ラ

ザ
日
本
文
化
体
験
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に

よ
る
、
着
付
け
体
験
を

し
た
り
、
札
幌
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
会
の
方
々
と
交

流
し
た
り
と
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
し
ま
し

た
。

ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
の
子
ど
も

た
ち
が
描
い
た
日
本

 

～
絵
画
44
点
を
展
示
～

札
幌
姉
妹
・
友
好
都
市
の
今

 

～
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
～

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
グ
ラ
ン
ト

高
校
夏
期
研
修
が
実
現

 

～
市
立
高
校
校
長
会
、プ
ラ
ザ
が
サ
ポ
ー
ト
～札幌市長を表敬訪問

日本文化を学ぶ子どもたち

北海道神宮にて

姉
妹
都
市
交
流
の

更
な
る
推
進
に
向
け
て

 

～
札
幌
姉
妹
都
市
協
会
全
体
会
議
初
開
催
～

日
本
の
文
化
や
日
本
語
を

学
び
ま
し
ょ
う

 

～
第
４
回
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
日
本
語
青
年
訪
問
団
～
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コンベンショ
ン

国
際
プ
ラ
ザ

で
は
、
海
外
か
ら

の
企
業
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
を

さ
ま
ざ
ま
な
形
で

支
援
し
て
い
ま
す

が
、
中
で
も
、
地

元
な
ら
で
は
の
素

材
を
活
か
し
た

企
業
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
の
企
画
提

案
は
、毎
回
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
に
と
っ

て
北
海
道
の
果
物
は
憧
れ
の
ブ
ラ
ン
ド
品
―
。
国

際
プ
ラ
ザ
で
は
、
数
年
前
か
ら
、
ニ
セ
コ
町
の
農

園
の
協
力
を
得
て
、
企
業
ロ
ゴ
入
り
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
メ
ロ
ン
の
提
案
に
成
功
し
、
関
係
者
か
ら
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
今
年
の
メ
ロ
ン
収
穫
に
合
わ
せ
、

札
幌
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
誘
致
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
用
グ
ッ
ズ

を
製
作
し
ま
し
た
。近
年
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
に
お
い
て
は
、
札
幌
と
ニ
セ
コ
地
域
の
連

携
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

協
力
い
た
だ
い
た
小
田
切
農
園
で
は
、
朝
も
ぎ
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
と
ピ
ザ
づ
く
り
、
も
ぎ
た
て
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
生
食
体
験
な
ど
、
次
々
と
新
し
い
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
地
場
に
根
差
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
手
が
け
な
が
ら
、
札
幌
・

北
海
道
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
誘
致
に
弾
み

を
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

誘
致
支
援
課
ま
で
。

国
際
プ
ラ
ザ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

で
は
、
5
月
22
日
（
火
）か
ら
24
日
（
木
）ま
で
、

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
開
催
さ
れ
た

IM
E

X
2

0
1

2

（T
h

e
 
W

o
r
ld

w
id

e 
E

x
h
ib

ition
 for In

cen
tiv

e T
rav

el, 
M

eetings and E
vents

）
に
出
展
し
、
欧
米

地
域
を
中
心
に
世
界
各
国
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
主
催
者
や

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
対
し
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

欧
州
最
大
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
専
門
見
本
市
で
あ
る

Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
は
、
有
力
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
係
者
が
招
請

さ
れ
、
質
の
高
い
商
談
が
行
え
る
こ
と
と
し
て
参

加
者
の
強
い
支
持
を
集
め
て
い
ま
す
。
札
幌
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
全
国
各
都
市
の
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
推
進
機
関
や
旅
行
会
社
な
ど
16
団
体
と
と

も
に
、
日
本
ブ
ー
ス
内
に
共
同
で
出
展
し
、
3
日

間
で
19
件
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
欧
州

国
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
な
ど
に
加
え
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
韓
国
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
バ
イ
ヤ
ー
と
商

談
を
行
い
ま
し
た
。
商
談
で
は
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
（
企
業
の
報
奨
旅
行
）や
企
業
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
取
扱
う
旅
行
会
社
、
会
議
運
営
会
社
に
対
し
、

豊
か
な
自
然
、
新
鮮
な
食
べ
物
、
豊
富
な
会
議
開

催
経
験
、
市
民
に
よ
る
温
か
い
お
も
て
な
し
の
心

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
札
幌
で
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
を
強

く
働
き
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
ブ
ー
ス
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
向
け

の
プ
レ
ス
イ
ベ
ン
ト
、
お
寿
司
や
日
本
酒
を
ふ
る

ま
う
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ワ
ー
な
ど
、
出
展
団
体
が
一
丸

と
な
っ
て
世
界
へ
日
本
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン

ト
も
行
わ
れ
、
ブ
ー
ス
に
訪
れ
た
各
国
バ
イ
ヤ
ー

と
活
発
な
情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

7
月
4
日
（
水
）、
5
日
（
木
）の
両
日
、
韓
国

最
大
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
見
本
市
に
出
展
し
、
展
示
・
商

談
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
史
上
最
大
規
模
の

１
９
０
の
機
関
、
３
２
１
ブ
ー
ス
の
出
展
が
あ

り
、
韓
国
観
光
公
社
が
厳
選
し
た
国
内
外
の
優
秀

な
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
札
幌
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
株
式
会
社
プ
リ

プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
、
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
北
海
道
、

株
式
会
社
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
3
企
業
と
の
合
同

で「
さ
っ
ぽ
ろ
ブ
ー
ス
」を
展
開
し
ま
し
た
。
ブ
ー

ス
は
、
札
幌
の
清
い
空
・
環
境
へ
の
取
り
組
み
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
「
青
」を
基
調
と
し
た
シ
ン
プ
ル

な
壁
面
に
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
す
る
画

像
を
掲
示
し
、
雪
の
結
晶
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
舞
い
降

り
る
雪
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
装
飾
台
を
中
央
に
設

置
。
冬
と
す
が
す
が
し
い
夏
風
の
両
方
を
演
出
し

札
幌
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

今
回
、
商
談
件
数
は
50
件
と
な
り
、
手
応
え

を
感
じ
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

招
請
バ
イ
ヤ
ー
は
韓
国
の
み
な
ら
ず
欧
米
か

ら
も
、
旅
行
社
、
教
育
機
関
な
ど
多
方
面
の
分

野
か
ら
参
加
し
、
次
の
訪
問
先
と
し
て
北
海
道
・

札
幌
の
情
報
収
集
を
目
的
と
す
る
も
の
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
中
に
は
、
来
年
以
降
の
会
議
開

催
の
候
補
地
と
し
て
札
幌
を
検
討
し
た
い
と
い

う
案
件
が
あ
る
一
方
、
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
バ

イ
ヤ
ー
た
ち
か
ら

は
、
札
幌
ま
で
の

移
動
経
費
が
高
い

と
の
意
見
も
聞
か

れ
ま
し
た
。
コ
ス

ト
高
と
な
っ
て
も

他
の
地
域
に
対
抗

で
き
る
コ
ン
テ
ン

ツ
を
提
案
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

大
反
響
！
企
業
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
入
り

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ル
ー
ツ

欧
州
市
場
へ
向
け
、札
幌
を
ア
ピ
ー
ル

Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
２
０
１
２
へ
の
出
展

韓
国
最
大
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
見
本
市

Ｋ
Ｍ
Ｅ
へ
の
出
展

札幌 MICE ロゴの入ったメロン

札幌商談風景

日本ブースプレス向けイベント

KME2012 商談
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コンベンショ
ン国際会議開催支援続々と

IFCAA2012、北大理学研究院数学研究集会、CogSci2012

6月20日（水）から23日（日）まで、札幌コンベン
ションセンターにおいて、IFCAA2012（第27回ア
ジア消防長協会総会、第64回全国消防長会総会、国
際消防・防災展）が開催され、アジア・オセアニア地
域内16カ国・地域の消防長に加え、一般市民合わせ
て14,000名以上が参加しました。

アジア各国・地域の参加者に対し、書道と茶道体験
プログラムを実施し、参加したオーストラリア人女
性からは、日本文化に触れることができる貴重な体
験であったという声も聞かれました。

また、22日（土）、23日（日）に開催された札幌
国際消防・防災展では、会場内に案内デスクを設け、

国際プラザ・外国語ボラン
ティアが、会場内や市内情
報を案内しました。

7月30日（月）か ら8月
3日（金）まで、6カ国、約
80名が参加した北海道大

学理学研究院数学研究集会“変化する形のための変
分法”会議では、シティウォークツアーを開催しま
した。16名の国内外からの参加者と、外国語ボラン
ティアは、バス、地下鉄、徒歩で北海道神宮や千歳
鶴酒ミュージアム等、約4時間に及び札幌の街を散
策しました。中でも千歳鶴酒ミュージアムでの酒の
試飲が人気で、お子様は酒粕ソフトクリームを楽し
む等、ツアーを満喫されていました。

8月1日（水）から4日（土）まで、43カ国・地域、
約830名が参加して開催されたCogSci2012（第
34回国際認知科学会年次大会）では、外国語ボラ
ンティアとともに、シティインフォメーションデ
スクを設置しました。参
加者に安心して札幌滞在
を楽しんでいただけるよ
う、市内および近郊の観
光情報などを提供しまし
た。

本
年
度
に
入
り
、
タ
イ
か
ら
の
視
察
研
修
グ

ル
ー
プ
が
続
々
と
札
幌
に
来
訪
し
、
旅
行
目
的
地

と
し
て
の
北
海
道
人
気
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
て

い
ま
す
。
視
察
ツ
ア
ー
の
開
催
が
決
ま
る
要
因
に

は
、
業
務
に
つ
な
が
る
研
修
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
必
須
で
あ
り
、
国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
各
団
体

か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
た
視
察
先
の
手
配
を

行
い
ツ
ア
ー
誘
致
に
努
め
て
い
ま
す
。

7
月
26
日
（
木
）、
タ
イ
政
府
宝
く
じ
局
よ
り
18

名
の
公
務
員
が
来
訪
し
た
際
に
は
、
札
幌
市
財
政

局
財
政
部
の
協
力
に
よ
り
、
札
幌
市
の
財
政
の
仕

組
み
や
、
日
本
の
宝
く
じ
事
業
の
概
要
等
に
つ
い

て
レ
ク
チ
ャ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

日
本
の
財
政
事
情
に
関
し
て
終
始
熱
心
に
耳
を
傾

け
、
質
問
や
意
見
も
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
8
月
17
日
（
金
）に
は
、
バ
ン
コ
ク
及
び
近

郊
の
看
護
師
団
体
で
あ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス

デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
か
ら
42
名
が
北
海
道
を
訪
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
も
ア
ジ
ア
か
ら
の
研
修
団
の
受

け
入
れ
経
験
を
持
つ
医
療
法
人
社
団
静
和
会
で
は
、

タ
イ
と
日
本
の
両
国
旗
を
玄
関
に
掲
げ
、
タ
イ
人

通
訳
を
独
自
で
手
配
し

た
ほ
か
、
資
料
も
タ
イ

語
に
翻
訳
。
万
全
な
受

入
体
制
と
あ
た
た
か
い

歓
迎
の
心
に
、
来
訪
し

た
看
護
師
は
歓
喜
の
声

を
あ
げ
、
今
後
も
交
流

を
続
け
て
い
き
た
い
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
、
札
幌
市
が
「
札
幌
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
総
合

戦
略
」を
策
定
し
て
以
来
、
国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
道

内
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
係
機
関
と
と
も
に
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョン
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
首
都
圏

営
業
に
つい
て
は
、
東
京
事
務
所
に
営
業
担
当
部
長

を
配
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
ホ
テ
ル
の
新
着
情

報
や
旬
な
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョン
コ
ー
ス
の
提
案
な
ど
、
リ

ク
エス
ト
は
常
に
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
首
都
圏
の
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
対
し
、
よ
り
効
果
的
な
誘
致
セ
ー
ル
ス
活

動
を
促
進
す
る
た
め
に
も
、
官
民
あ
げ
た
取
り
組
み

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
９
月
13
日
（
木
）、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
法

人
東
京
の
協
力
を
得
て
、
北
海
道
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
法
人
東

京
は
、
首
都
圏
で
最
大
規
模
の
営
業
マ
ン
を
有
す
る

旅
行
会
社
で
あ
り
、
出
展
し
た
市
内
及
び
近
郊
の
ホ

テ
ル
等
10
施
設
の
担
当
者
は
、
直
接
セ
ー
ル
ス
の
手
ご

た
え
を
十
分
に
感
じ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
今
回
の

出
展
を
機
に
、
道
内
施
設
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
構

築
さ
れ
、
新
し
い

連
携
の
ア
イ
デ
ィ

ア
が
出
る
な
ど
、

二
次
的
な
成
果

も
あ
り
ま
し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ

で
は
、
こ
れ
ら
の

結
果
を
ふ
ま
え
、

首
都
圏
セ
ー
ル
ス

第
二
弾
の
企
画

も
検
討
中
で
す
。

タ
イ
か
ら
の
視
察
研
修
団

が
続
々
と
！

首
都
圏
大
手
旅
行
代
理
店
へ

道
内
施
設
が
共
同
セ
ー
ル
ス

病院視察後の質疑応答の様子

書道体験 数学シティウォークの様子

会場の様子

国際プラザ・コンベンションビューローでは、国際プラザボランティアの協力のもと、札幌で開催される国際会
議に対し、様々なおもてなしプログラムを実施しております。
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コンベンショ
ン

　国際プラザ・コンベンションビューローでは2011年
度に続き、今年度も中国北京市における「さっぽろMICE
セミナー」の開催をはじめ、中国からのインセンティブツ
アー誘致に向けた活動を続けています。

～広域連携中国MICEキーパーソン招請事業～
　6月下旬には4日間の日程で、札幌・小樽・倶知安・ニ
セコの4市町合同により、MICEキーパーソン5名を招請
して、4市町を巡る視察プログラムを実施しました。主に
各地のMICE関連施設の見学や体験プログラムへの参
加をおこない、中でも貸切の市電車内における茶道体
験は、招請者からも大好評でした。札幌市内で開催した
意見交換会では、招請者より「北海道は自然や空気がき
れいで人々が優しく、インセンティブツアーの目的地と
して相応しい」との評価がありました。その一方で、「中国
人客を誘致するには、中国の文化を知り中国人と触れ合
うことが大切。ぜひ、より多くの日本の人たちに中国ま

で足を運んでもらいたい」
との要望も受けました。今
回は、4市町が合同でおこ
なった初めての大型MICE
プロモーション事業でした
が、自治体や企業・農家・市
民などがアイディアを出し
合うことで充実したプログ
ラムとなりました。

～「さっぽろMICEセミナー」の開催～
　8月3日㈮には、北京市
内の「京倫飯店」において、

「さっぽろMICEセミナー」を
開催しました。セミナーでは
現地の企業関係者30社35
名に対し、大自然やアイヌ民
族・よさこいソーランといった特色豊かな資源を活かし
た札幌でのインセンティブツアーの魅力を紹介しました。
また、今回は上田市長のトップセールスによるPRとして、

「MICE都市さっぽろ」の印象を付けることができました。

～国際MICE見本市「CIBTM」への出展～
　9月12日㈬～14日㈮にかけては、北京市内「国家会議
中心」において開催された「CIBTM」に出展しました。今回

も日本国内の他団体や企業と
ともに「ジャパンブース」として
出展し、中国をはじめとする世
界各国のMICE専門旅行会社
や企業・団体等のMICE担当者
と商談をおこないました。

　積極的なプロモーションの展開により、多くの中国の
MICE関係者に北海道・札幌の魅力を伝えることができ、
ネットワークも広まりつつあります。政治的には厳しい
状況下でも、将来を見据えた誘致活動を続け、より多くの
来客につなげてまいりたいと思います。

　国際プラザは、札幌市
観光コンベンション部、
NPO法人コンベンショ
ン札幌ネットワークと共
同で、2011年度からの
3年間、MICEに関わる人
材育成を目的とした厚生
労働省地域雇用創造推

進事業の企画・運営を行っています。「MICEアカデミー」と
いう名称によるこの一連の研修事業は、現在業界で働く
方々の啓発による事業発展と雇用拡大、ならびに就職希
望者への関係情報提供や技能向上研修による雇用機会
増大を図るもので、2年目の今年は昨年度より早く事業を
開始し、6月に【初級編】、7月に【中級編】を実施しました。
　【初級編】では、4日間にわたり業界基礎知識と情報を
座学と視察・体験で学び、それをレベルアップした【中級
編】では、3日間の講習とワークショップで、さらに実践的

な技能などを習得しました。
　参加者はみな非常に熱心で、講師の話を真剣に聞き、
質問し、体験型の研修でもすべての活動に積極的に取
り組んでいました。また終了後のアンケートでは、多くの
方々から今回の体験が有益であったとの感想もいただき
ました。
　本年度後半は業界企業の事業主や在職者対象の【企
業編】を10月に、求職者の方々を対象に、より多くの関
連企業との情報交換の機会を提供する【就職フェア】
を平成25年2月26日

（火）・27日（水）に実施
する予定で、できるだけ
多くの方々の雇用機会を
創出できるよう、充実し
た内容となるべく検討が
行われています。

会議・イベント等の業務担当者育成セミナー
MICEアカデミー【初級編】【中級編】

上田市長によるスピーチ

商談の様子

市電車内での茶道体験

MICEアカデミー【初級編】の様子
屋外で環境配慮のケータリングについて研修

トップセールスで中国市場に「さっぽろMICE」をPR！

MICEアカデミー【中級編】の様子
模擬プレゼンテーションのための準備作業
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Information インフォメーション

 はじめまして
札幌のみなさん、こんにちは。
今年の4月に、札幌市国際部に着任しました韓国国際交流員のユン・ソヨンと申します。
私の初めての海外経験は日本、しかも札幌です。1か月間の語学研修（藤女子大学）と1年間の交換

留学（北星学園大学）を経て、現在また、札幌に滞在して仕事をさせていただいているので大変嬉しく
思っています。

最近の私の出来事といえば、「第37回札幌マラソン」の10キロコースに出場し、今も筋肉痛になって
いることです。来年も参加したいと思っていますので、ご興味のある方は、ぜひ一緒に走りましょう！

毎週水曜日は18時から1時間、国際プラザで「韓国語レッツトーク」を行っていますので、気軽にお
越しになってください。お待ちしております！

尹少榮（ユン・ソヨン）さん

国際プラザ・コンベンションビューローでは、
札幌市内で開催が予定されている主なコンベ
ンションで、主催者側から公表が許可されてい
るもののみ、ホームページ上の「コンベンショ
ンカレンダー」にて公開しております。コンベ
ンションカレンダーは半期に一度更新をおこ
なっており、約 1 年先までの開催情報だけで
はなく、既に開催された過去の情報も提供して
おりますので、ご活用ください。

http://www.conventionsapporo.jp/
j/meeting/calendar/calendar.html

国際コンベンション
2012 年
11 月

第 51 回電子スピンサイエンス学会年会 （185 名） 

11 月 公益社団法人日本顕微鏡学会第 56 回シンポジウム （85 名） 

国内コンベンション
2012 年
11 月

ソロプチミスト日本財団　平成 24 年　年次贈呈式 （2500 名） 

12 月 第 42 回日本創傷治癒学会 （205 名） 

2013 年
2 月

第 5 回日本不安障害学会学術大会 （500 名） 

コンベンションカレンダー

フローエ・ヴァイナハテン！(メリー・クリスマスを意味するドイツ語)

第11回ミュンヘン・クリスマス市 in Sapporo

札幌・ミュンヘン姉妹都市提携40周年記念
今年もクリスマスイブまでの29日間！ （11/26（月）～12/24（月・祝））

　皆さん、こんにちは！札幌市国際交流員
（ドイツ）クリスティアン・フィーツェック
です。札幌の初冬を飾るイベントのひとつ

「ミュンヘン・クリスマス市 in Sapporo」に
ついてご紹介します。このクリスマス市が
ミュンヘン市との姉妹都市提携30周年を
記念して初めて開催されたのは、2002年
のこと（来場者数36万人）。10回目となっ

た昨年のクリスマス市には80万4千人もの市民や国内外か
らの観光客が訪れるほどの一大イベントへと成長しました。
2012年は、ミュンヘンとの姉妹都市提携40周年を記念する
節目の年です。より魅力的なクリスマス市を目指して、楽し
いイベントが企画されたり、クリスマス市のサテライト会場
がさらに2カ所増える（さっぽろテレビ塔、サッポロファクト
リー）など、着々と準備が進んでいるところです。
　メイン会場である大通公園2丁目では、ドイツやフィンラ
ンドなど海外からの5店舗を含む物販ブース17店舗がクリス
マスにちなんだ雑貨などを出品し、また、飲食提供ブース10
店舗では、会場を訪れる皆様に本場ドイツの料理をはじめ多
彩な飲食物をご提供します。
　そしてクリスマスと言えば「サンタクロース」！会期中の
クリスマス市会場で行われる様々なイベントなどに足を運ん

でいただくと、サンタクロー
スに出会うことができます。
クリスマス市公式ホーム
ページでは、イベントや各
ブースの情報とともに、サ
ンタクロースについてもご紹介してまいりますので、ぜひご
覧になり、お誘いあわせのうえ、各会場へお越しください！

【会場】 〈メ イ ン 会 場〉大通公園２丁目
〈サテライト会場〉 札幌駅前通地下歩行空間

さっぽろテレビ塔 
サッポロファクトリー

【公式ホームページ】　http://www.sapporo-christmas.com/

協賛金ご協力のお願い
魅力あふれるクリスマス市を実施するため、皆さまのご
賛同と協賛金のご協力をお願いいたします。協賛金は一
口1,000円（ご協力いただいた方々には会場で販売する
当年度記念マグカップを進呈！）です。
詳しくは実行委員会（札幌国際プラザ内：☎011-211-
2105）へお問合せ下さい。

クリスティアン・フィーツェック

サンタクロース
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